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地震波干渉法による表面波の群速度トモグラフィによる関東平野の地下構造モデル
のバリデーション
Validation of subsurface structure in Kanto basin by surface wave tomography using seis-
mic interferometory
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関東平野のような大規模平野において強震動の予測を適切に行うには、厚い堆積層の影響について適切に評価しなけ
ればならない。そこで強震動予測における重要な指標となる堆積層の S波速度構造のモデルが提案されている（例えば、
Koketsu, 2009）。それらの妥当性を検証（以下、バリデーション）するためには、中小地震のシミュレーションなどが行
われているが、震源特性や平野外部の影響を受けるため容易ではない。近年、長期間の連続微動を用いた地震波干渉法に
よって 2点間のグリーン関数の抽出が試みられている（例えば、Shapiro and Campillo, 2004）。グリーン関数の表面波成
分は、その分散性から 2点間の地下構造を推定できるので有益である。地震波干渉法によってグリーン関数が推定でき
れば、今までにない 2点間の地下構造を評価する新たな手法となる。また、複数の観測点による高密度な観測網によっ
て複数のグリーン関数が得られればそれらの走時をもとにトモグラフィ解析による表面波の速度構造を推定することも
試みられている（例えば、Shapiro et al., 2005）。
　著者らは地震波干渉法による既往のモデルのバリデーションを目的とし、東京湾、相模湾を囲むようにして関東地

域の 16地点で長期間の連続微動観測を行い、地震波干渉法の考えに基づき、120組の 2点間のレイリー波とラブ波の基
本モードにおける群速度を推定することに成功し、既往のモデルと比較した（山中ほか, 2010）。その結果はおおむね既
往のモデルの妥当性を実証するものとなったが、関東平野端部や伊豆半島、相模湾などを挟んだ 2点間の理論群速度と
観測群速度の間には大きな違いが見られた。これは、そのような地域では探査が難しいためモデルを構築する際には仮
定した部分も多いためであると考えられる。
　本研究では山中ほか (2010)による観測をさらに深く検討し、地域的なモデルバリデーションのために、レイリー波

とラブ波のスローネスを基にしたトモグラフィ解析を行った。トモグラフィ解析ではストレートパスを仮定し、セル分
割は、0.125°× 0.125°の大きさとした。逆投影法による同時反復法によって繰り返し計算を実行し、各セルにおける
繰り返し計算の前のモデルと新しいモデルとの走時残差が最小となるように各ブロックのスローネスを推定した。周期
2-6秒におけるレイリー波とラブ波についてそれぞれ解析し、対象地域の地域的な表面波群速度を推定した。また、比較
のために既往のモデルにおいても同様なセル分割を行い各セルの平均的な深さの平行成層モデルを仮定し、理論表面波
群速度を推定した。地震波干渉法によって推定された表面波群速度の分布は、理論値に比べて全体的に若干遅い結果と
なったが、関東平野の中央から東京湾にかけて既往のモデルでは基盤深度が大きくなっている地域や、三浦半島や平野
端部など基盤深度が浅い地域では表面波群速度についても地域的特徴をよく示していることがわかる。しかし、伊豆半
島や相模湾においては差異がみられ、トモグラフィ解析による結果からもモデルの修正の必要性を示唆している。
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